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JA新はこだて農業生産法人

ネットワーク

(株)学林ファーム（八雲町）
～ 近代設備を積極導入する酪農協業法人 ～

地域の高齢化や後継者不足の中、地域農家2戸と函館酪農公社でＨ28年７月に設立しました。
畜産クラスター事業により360頭搾乳のフリーストール牛舎と搾乳ロボット６台を導入、150K
w／hのバイオガスプラントを併設し、新牛舎でR1年7月より搾乳を開始しています。現在は旧
牛舎での搾乳も含めて9t/日の牛乳を出荷しています。農場ＨＡＣＣＰは平成31年4月に、ＪＧ
ＡＰは令和元年６月に取得をしています（畜産ＪＧＡＰとしては国内7番目）。

(1)各種事業を活用した効率的な投資が可能 (2)福利厚生の充実(休日・人材確保に効果）
(3)スケールメリットによる所得向上 (4)経営の効率化・多角化

しっかりとした経営理念と経営計画の樹立と経営状況チェックと改善

法人設立時の理念、経営目標の設定や意思統一が非常に大切です。経営開始後も従業員の労
務管理、経営判断などのマネジメント能力が個別経営時より比重が大きくなります。

地域を担う

農地所有適格法人の横顔

法人運営のポイント

これから法人化を目指す農業者へ一言

所 在 地：八雲町
代 表 者：佐藤 正之
設 立：平成２８年
役 員 数： ６名
社 員 数：１４名
事業内容：生乳生産

バイオガスプラント
飼養頭数：４５４頭

法人経営のメリット

令和元年冬号

編集事務局（渡島農業改良普及センター）

電話番号 ０１３８－７７－８２４２

集落営農や農業生産法人に関するお問い合わせ

は、最寄りのＪＡまたは普及センターまで。

令和元年度スキルアップ研修会・法人設立研修会を開催！

渡島・檜山で高齢化や後継者不足に対応する1手法として、法人化を
考えてもらうために、毎年、研修会を企画開催しています。今年度は、令和２年１月17日に北
斗市農業振興センターで、スキルアップ研修会を開催、①地域労働補完を考える統計情報、②事
例紹介、③活用できそうな
事業紹介、④雇用労務管理
について講義が行われまし
た。また、令和２年２月25
日に今金町町民センターで
農業法人設立研修会を開催、
農業会議担当者から法人設
立時の留意点や手続きにつ
いて、道内法人事例を交え
て講義が行われました。次
年度も開催を企画しますの
で、ぜひ、皆様の積極的な
参加をお待ちしています。
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